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             白血病細胞数（102／〃）：篶～＝O，1，…，m
             投薬デー率（m9）  ：z一＝O，1，…，m
とする．この時，”＝1n（κ｛／κゴー、）が次のように書けると仮定する．
              ニソゴ＝れ十ろOZ｛十ろ12｛＿1一ト… 一トろ島Z｛＿生一トε｛
              ん二2れ＿1一れ＿2＋ηゴ
ただし，ε｛～M（0，σ2），η｛～N（O，σ2／m2）である．ろ｛が薬の効果を表すパラメタである．データ分布
L（C，ろ，σ2），事前分布n（ハ〃2，f一、，τ。）は，
                η                                 左         工（f，ろ，σ2）＝■ （1／2πσ2）1’2exp｛一Lレ1｛一久一Σろ王z｛12／2σ2｝
               ｛＝o                           ゴ1o
       π（Cl〃2，彦一1，C。）＝（〃2／2πσ2）側2exp｛一m2Σ1彦r2τ｛一、十τ｛一。．12／2σ2｝
                           ｛＝I
で与えられる．これらからABICを求め，ABICの値が最小にたるように，々，ろ，C。，C－1，〃2を決めれば
よい．図2（実線：推定値，破線：データ）に解析例を示す．
                降雨確率の推定について
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              力（工）＝   ！       （m＞1）
                  exP（Σα出）十1
を導入し，αの事前分布として正規分布
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              高次代数方程式の解法について










   とする．
 3）児，∫は力，σの関数になっている．R（力，σ）＝O，∫（力，σ）＝Oが同時に成り立つならばκ2＋似十σ
   は∫（κ）の2次因子とたる．よってR，∫をテーラー展開して，2次以上の項を無視して，助，ψ
   についての連立方程式を解いて，ψ，〃を求める．
 4）力十ψ→力，σ十助→σとして次の2次因子を定義する、
   助，助か小さくなる迄反復する．
 多くの数値計算の本では，初期値について，r力＝1，0＝1として，収束しないときは，力＝一1，σ＝1に
するとうまくいく．」としてあるが，実際にはうまくいかないことが多い．存否スペクトルの計算の例で
は，n＝100のとき，力二一〇．2，σ＝1．Oとして良い結果が得られた．また修正量助，功を用いる計算で，
発散するときには，ψ，助をψ＝ψ／2，助＝ψ／2とすることによって成功した．それでも収束しな
